
No 都道府県 市町村 タイトル

1 大阪府 流域下水道50周年記念シンポジウム

2 大阪府 池田市 下水道のことを広く知ってもらうために

3 大阪府 高槻市 下水道ってなに？

4 福岡県 北九州市 広報活動を通して『下水道の大切さ』をアピール

5 長崎県 楽しく学ぼう下水道 ～街頭キャンペーン～

6 宮崎県 下水道パネル展（H28.1.25～H28.1.29）

7 沖縄県 広報活動で下水道事業への理解と協力を得る！！

下水道事業の広報事例



国土交通省水管理・国土保全局
塩路下水道部長から来賓挨拶を頂きました。

流域下水道50周年記念シンポジウム

○「流域下水道」は、昭和40年に全国に先駆けて、大阪府の寝屋川流域下水道で事業開始。
○平成27年度で50周年を迎え、 「流域下水道50周年記念シンポジウム」を開催。

○これまで培った技術や、下水道ストックの有効活用を踏まえた将来の下水道行政のあり方を発信。

大阪府

『流域下水道50周年記念シンポジウム』
日 時：平成２８年１月１５日（金）１３時００分～１６時３５分
会 場：クレオ大阪中央（大阪市立男女共同参画センター中央館）
（主催）大阪府
（後援）国土交通省／大阪府下水道事業促進協議会

一般財団法人都市技術センター
（協力）日本グラウンドマンホール工業会

参加者数：７２５人
主な参加者：一般市民、企業・関係団体、行政（国、近畿府県・市町村）

○大阪府流域下水道および府内市町村の「下水道ストック効
果」資料について、展示コーナーに掲示し、来場者の注目
を集めていました。

○大阪府流域下水道の新しいマンホールふた
デザインの最優秀作品および優秀作品の表彰
式を行いました。マンホールのデザインは、
全国から208件の応募をいただき、最優秀作
品を決めるための一般投票には、3269件もの
投票がありました。
最優秀作品は、大阪府流域下水道の新しいマ
ンホールふたとして今後府内各所に設置します！

≪受賞者の声≫
『普段下水道をあまり意識することはありませんで
したが、マンホールふたデザインを通じて、下水道
のおかげで快適な生活をおくっているのだというこ
とを改めて感じました。』

○【大阪府流域下水道
５０周年】が、新聞に
大きく取り上げられま
した！！

○【大阪府流域下水道
５０周年】が、新聞に
大きく取り上げられま
した！！
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下水道のことを広く知ってもらうために

○下水道未普及地域の解消に伴い、市民の下水道に対する関心が低下。
○水の週間などのイベント時にパネルを展示（平成27年8月1日～7日、平成27年11月1日）。
○施設見学以外の形での広報により、市民の下水道に対する理解を促進。

大阪府池田市

イベントにてパネル・クイズを実施イベントにてパネル・クイズを実施

市役所ロビーにてパネルを展示市役所ロビーにてパネルを展示
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回答者

Ｑ：下水道管に浸入して詰まりの原因となるものは、
次のうちどれでしょうか？

（ア）木の根 （イ）みみず （ウ）スパイ

Ｑ：下水処理場ではどのようにして汚れた水をきれに
しているのでしょうか？

（ア）川の水でうすめる （イ）洗剤できれいにする
（ウ）微生物で浄化する

平成27年11月1日来場者アンケート

0 10 20 30

道路で見かける工事の目的

が知りたい

水道や下水道がどのくらい

老朽化しているか

今後の料金はどうなるのか

最近の集中豪雨で自宅が

浸水しないか

地震の時、水道や下水道が

使えるかどうか

回答者

上下水道事業について、
どういったことに関心をお持ちですか？（複数回答あり）
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下水道ってなに？

○下水道の日（9月10日）に合わせ、市役所１階ロビー付近の通路にてパネル展ブースを設置。
○パネル展示期間は、9月9日～17日の9日間。
○浸水対策や汚水処理普及による効果、ハザードマップ等を展示し、市民へ下水道事業をアピール。

大阪府高槻市

河川の防災情報の
知り方なども掲示
河川の防災情報の
知り方なども掲示

土のうステーション内の土のう（10kg/袋）
と一般的な土のう（20kg/袋）の重さの違い
を体験。

下水道事業における浸水被害軽減の
取組みに対し感心を持たれていた。
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広報活動を通して『下水道の大切さ』をアピール

○施設見学を通し、国籍・年齢を問わず下水道を広く発信。
○地域イベントにあわせてブースを出展し、下水道の関心を高める。
○広報紙「くらしの中の上下水道」を各戸配布し、市民啓発を促進。

福岡県北九州市

① 【施設見学】

③【広報紙の各戸配布】

市民に役立つ情報を定期的に提供

②【下水道ブース出展】

体験型のミュージアムエリア、技術・製品展示コーナーを備え、
子ども達もわかりやすく、楽しく学べる

＜セミナー開催＞＜セミナー開催＞ ＜地元企業の製品を展示＞＜地元企業の製品を展示＞

＜下水道の啓発＞＜下水道の啓発＞＜先進技術の紹介＞＜先進技術の紹介＞

汚泥燃料化センター汚泥燃料化センタービジターセンタービジターセンター

下水道の役割、大切さ、取り組みなどを身近に感じてもらう

ウォータープラザウォータープラザ

河川環境啓発イベント河川環境啓発イベント 防災イベント防災イベント

日明浄化センター
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楽しく学ぼう下水道 ～街頭キャンペーン～

○平成２７年６月１３日（土）に長崎市内のアーケードにおいて汚水処理パネル展を実施。
○汚水処理について学んでもらうことにより普及促進につなげることを目的としている。
○マンホールクイズ・・・下水道実施全１６市町分の写真を展示し身近にある物から興味を持ってもらう。
○処理水を泳ぐ金魚・・・下水処理場においてどれほどきれいになるのかを実際に見て感じてもらう。

長崎県

将来を担う子供たちをターゲット 興味を持つような展示物
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下水道パネル展（H28.1.25～H28.1.29）

○9月10日『下水道の日』に合わせ、下水道に関するラジオ番組による広報、ポスターの募集・展示、街
頭でのチラシ配布等を実施し、下水道事業や接続率向上の必要性について啓発活動を実施している。
○社会基盤である下水道事業を持続的に役割を果たしていくためには、住民の理解と協力が必要であ
り、そのためには継続的な情報発信を実施していくことが重要である。
○下水道事業に興味を持つきっかけとなるよう、県庁来訪者に下水道に関する写真やパネルを展示し、
県庁来訪者にPRした。

宮崎県

◎展示物
・ストック効果
「高千穂町の観光客増に貢献」
「日向市のマリン・レジャーに貢献」
「三股町の定住人口増に貢献」
「宮崎市の消化ガス発電（FIT）」
「延岡市の耐震対策（新電気棟）」

・下水道関連写真
「とうきょうちかみち」
「市町村別マンホール蓋」

・その他
啓発用ポスター
マンホールトイレ関連
市町村別マンホール蓋 等

ストック効果の紹介 マンホールトイレの紹介 6



広報活動で下水道事業への理解と協力を得る！！

○下水道は、衛生的で快適な生活環境に欠くことのできない生活基盤施設であり、今後も県民の皆様の
理解と協力を得ながら普及促進を図る必要がある。
○しかし、下水道施設の多くが地下にあり、一般の人の目に触れにくく、なじみの薄い施設である。
○そのため、沖縄県や市町村においては、目に見えるかたちでの広報活動を行っている。

沖縄県

「第５５回『下水道の日』県内式典」の様子

▲カラーマンホールや、今年度「国土交通大臣賞」を受賞した「下水
道ポロシャツ」の展示も行いました。
▲カラーマンホールや、今年度「国土交通大臣賞」を受賞した「下水
道ポロシャツ」の展示も行いました。

▲那覇市内の「楚辺すみれ保育園」の園児のみなさんに、ダンス
を披露してもらいました。
▲那覇市内の「楚辺すみれ保育園」の園児のみなさんに、ダンス
を披露してもらいました。

▲下水道に関する実験装置の展示を行いました。▲下水道に関する実験装置の展示を行いました。

広報啓蒙活動資料の提供（塗り絵）

▲県内で活躍する芸人さんや、関係市町村のゆるキャラにも参
加していただきました。
▲県内で活躍する芸人さんや、関係市町村のゆるキャラにも参
加していただきました。

▲うるま市の小学生を対象とした「下水道出前講座」▲うるま市の小学生を対象とした「下水道出前講座」

下水道週間の取り組みの一環として、下水処理場における
汚水の浄化システムを子供たちにも分かりやすく学べるよう
「微生物塗り絵」及び「マンホール塗り絵」を制作いたしまし
た。その塗り絵を市町村に提供し、管内保育園児等に塗り絵
を実施してもらい、庁舎内でのパネル展などに活用していた
だきました。

下水道週間の取り組みの一環として、下水処理場における
汚水の浄化システムを子供たちにも分かりやすく学べるよう
「微生物塗り絵」及び「マンホール塗り絵」を制作いたしまし
た。その塗り絵を市町村に提供し、管内保育園児等に塗り絵
を実施してもらい、庁舎内でのパネル展などに活用していた
だきました。

▲マンホール塗り絵
(デザインは市町村
で変更可)

▲マンホール塗り絵
(デザインは市町村
で変更可) ▲微生物塗り絵▲微生物塗り絵

▲楚辺すみれ保育園のみなさんの塗り絵▲楚辺すみれ保育園のみなさんの塗り絵

沖縄県では、キャラクターを
活用した下水道事業PRも
行っております。みじかり君
は、昨年度と今年度、下水道
展の際に開催される「全国下
水道マスコット総選挙」にエン
トリーしています。

沖縄県では、キャラクターを
活用した下水道事業PRも
行っております。みじかり君
は、昨年度と今年度、下水道
展の際に開催される「全国下
水道マスコット総選挙」にエン
トリーしています。

毎年、９月１０日の「下水道の日」を含む下水道週間の期間中、皆様に
下水道について知っていただくことを目的とし、様々な広報活動を展開
しています。今年度も、９月９日（水）に、那覇市内のデパート前の広場
にて、「第５５回『下水道の日』県内式典」を開催いたしました。

毎年、９月１０日の「下水道の日」を含む下水道週間の期間中、皆様に
下水道について知っていただくことを目的とし、様々な広報活動を展開
しています。今年度も、９月９日（水）に、那覇市内のデパート前の広場
にて、「第５５回『下水道の日』県内式典」を開催いたしました。

みじかり君みじかり君

▲マンホールデザインをベースに、市町村
の下水道にかける意気込みと現在の普及
率を載せた広報マンホールを制作し、式典
の際にゆるキャラが手に持ちＰＲしました。

▲マンホールデザインをベースに、市町村
の下水道にかける意気込みと現在の普及
率を載せた広報マンホールを制作し、式典
の際にゆるキャラが手に持ちＰＲしました。

オリジナルトイレットペーパー

下水道を身近に感じるプ
ライベートなトイレ空間
で、下水道について考え
て欲しいとの想いで制作
しました。下水道に関す
るクイズをトイレットペー
パーに印刷しており、楽し
みながら下水道について
学ぶことができます。式
典の際、来場者に配布し
ました。

下水道を身近に感じるプ
ライベートなトイレ空間
で、下水道について考え
て欲しいとの想いで制作
しました。下水道に関す
るクイズをトイレットペー
パーに印刷しており、楽し
みながら下水道について
学ぶことができます。式
典の際、来場者に配布し
ました。

▲デザイン（一部）▲デザイン（一部） ▲豊見城市の市役所内での展示▲豊見城市の市役所内での展示 ▲宜野湾市の市役所内での展示▲宜野湾市の市役所内での展示

沖縄県下水道課のキャラクター

▲広報マンホール
（沖縄市）
実物大で段ボール
製です。

▲広報マンホール
（沖縄市）
実物大で段ボール
製です。

▲読谷村の「みらい児童館」の児童▲読谷村の「みらい児童館」の児童
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